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登録リスト（該当：406件）
  ≪  1  2  3  4  5  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援]	上田西小で「子ども地域探検隊」学習支援	★みんなでつくる西部地域デジタルマップ／子ども地域探検隊2023
https://d-commons.net/seibu?c=1261

2/28(水)上田市立西小学校で５年１組が総合学習で取り組んできた「地域探検」の画像記録から子どもたちそれぞれが自分のイチオシをネットにアウトプットする学習を学生、地元の「西部地域まちづくりの会」の方々と支援してきました。

地域の探検をしたのは７月の暑い日と１月の雪が降った日。子どもたちは自分のタブレットPCを持って、探検先の様子を画像に収めてきました。この日はそのまとめとなるふり返り学習の日。西部地域まちづくりの会が開設している『みんなでつくる西部地域デジタルマップ』に子どもたちが投稿しました。自分たちの探究をネットに公開して地域の人々なども見てもらえるようにしました。これまで大人たちが投稿し	2024-02-29
	2	[image: 上田城千本桜まつりポスター2019/04/07]	上田城千本桜まつりポスター2019/04/07	2019/04/07の記録。
JR上田駅前に毎春恒例のイベント「上田城千本桜まつり」(4/6→21)のポスターが貼られていました。その年どんなポスターだったかも今となっては簡単にふり返れません。この年のポスター、貴重な記録です。大型の広告幕も。この年は上越高田の「第94回観桜会」と観光広報もコラボしていたようです。上田市と上越市が姉妹都市とは。2024年の今になって気づきました。

毎年の千本桜まつり、今年も楽しみです。	2024-02-21
	3	[image: 「生涯学習のまちうえだ」2005/04/16]	「生涯学習のまちうえだ」2005/04/16	2005/04/16の記録。
上田城跡のお城下、ハローワークの近くの沿道に「誰もが豊かに生きる　『生涯学習のまち うえだ』をめざして　平成12年12月18日議決宣言　上田市・上田市教育委員会」と書かれた横断幕が掲げられていました。

上田市で生涯学習が盛んなことはその後に知ることになりましたが、こういう宣言文がどのような意味や効果をもたらすだろうかということは、この横断幕を見た時に抱いた疑問でした。社会教育が盛んではありましたが。「生涯学習のまち うえだ」はその後特段聴くことがありませんでした。どうしたのだろうという疑問。

「議決宣言」。行政の意気込みがこの横断幕になったものと思います。平成12年と書かれていますので、議決宣言をしたのは2000年のこと。この時は2005年、それから5年経過しています。文科省のホー	2024-02-17
	4	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	5	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	6	[image: 上田市のハンドホール]	上田市のハンドホール	前回は上田市のマンホールでもツツジと六文銭が描かれたものを見つけました。
今回見つけたのは…上田市章のマークが入ったハンドホールです！

現在の上田市章は、全国からの応募によって決められたものです。現在の「上田市」は統合によって1つの市となっています。そのため、統合時に市章を募集したようです。
その結果、写真(少し見にくいのはすみません…)のようなマークになりました。
上田市章は四葉のクローバーと桜、六文銭が組み合わさったマークになっています。
デザインコンセプトは「背景の四つ葉のクローバーは、旧4市町村の調和した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気あふれる未来への発展を表現しています」とのこ	2024-02-16
	7	[image: 上田城跡]	上田城跡	講義中にも扱った上田城跡に行ってみました。
スケボーをしている人が沢山いて人で賑わっていました。	2024-02-13
	8	[image: 生島足島神社、本堂]	生島足島神社、本堂	生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神が祀られる、信濃屈指の古社である。御本殿は、神池と呼ばれる池に囲まれた神島の中で周囲を老樹に取り囲まれて建っている。武田信玄や真田昌幸、真田信之をはじめ、歴代の上田城主からも厚く崇敬されていた。また、現在は各種ご祈祷やご祈願を毎日執り行っており、七五三や個人でのご祈願も可能である。実際に訪れて境内を一周してみたが、整備されていない所が度々見られたり、案内の看板が少なかったりして、残念に感じる部分もあった。	2024-02-13
	9	[image: 生島足島神社、西鳥居]	生島足島神社、西鳥居	生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神が祀られる、信濃屈指の古社である。御本殿は、神池と呼ばれる池に囲まれた神島の中で周囲を老樹に取り囲まれて建っている。武田信玄や真田昌幸、真田信之をはじめ、歴代の上田城主からも厚く崇敬されていた。また、現在は各種ご祈祷やご祈願を毎日執り行っており、七五三や個人でのご祈願も可能である。実際に訪れて境内を一周してみたが、整備されていない所が度々見られたり、案内の看板が少なかったりして、残念に感じる部分もあった。	2024-02-13
	10	[image: 上田城]	上田城	真田幸村の父、真田昌幸によって築城されました。桜の時期の祭りや、秋のライトアップなど一年を通して様々なイベントも行われ、地元の人たちにも愛される観光名所となっています。歴史ある上田の遺産に、皆さんもぜひ足を運んでみてください。	2024-02-13
	11	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	　延喜式にもその名が記されている由緒ある古社である。生島大神と足島大神の二神が祀られ、武田信玄や真田昌幸・信之をはじめ歴代の上田城主からも厚く崇敬されたという。生島大神と足島大神を祀る神社は全国的にも珍しく、近畿地方中心に数社しかなく、東日本ではここを入れて２社のみである。昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っている。

　敷地面積が特に大きいわけではないが、手入れがされていて池も相まって綺麗にまとまっているなという印象を受けた。境内には歌舞伎舞台もあるため。神社だけではない多くの歴史も感じることが出来る。また、日本の真ん中に位置していることでパワースポットとしても人気を集め、観光客を引き付ける魅力の１つでもあると感じた。	2024-02-13
	12	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	生島足島神社についてです。
延喜式にもその名が記されている由緒ある古社。生島大神と足島大神の二神が祀られ、武田信玄や真田昌幸・信之をはじめ歴代の上田城主からも厚く崇敬されたという。昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っています。	2024-02-13
	13	[image: 自転車レーンの整備例について]	自転車レーンの整備例について	　山梨県甲府市の自転車レーンの整備例だ。歩道を白いタイルと赤いタイルに分け、車道に遠い方から順に白いタイルが歩道、赤い方が自転車レーンとなっている。バス停と干渉する場所には自転車レーンにも横断歩道が整備され、人と自転車が安全に区分けされている。今後、しかし、上田市街、特に上田駅前や他の国道、県道では自転車レーンはおろか歩道も満足にない道がある。上田で自転車をより使いやすいものにするには、こうした大規模な自転車レーンの整備による歩車分離を促進しなければならいのではないか。
　さらに、ポートの整備と自転車の配分も考えなければならないと思う。上田市内には、１０を超えるポートがあったが、そのうち半分以上が千曲川の北側の上田市街である。市街でも、ポートが上田駅や上田城址公園のまわりに	2024-02-13
	14	[image: 上田合戦の上田城]	上田合戦の上田城	上田城は二度の徳川軍の襲撃を耐え、撤退に追い込むことができた。徳川軍との戦いは上田合戦と呼ばれ、1585年と1600年に勃発した。
1585年の第一次上田合戦は真田と徳川の間で領地問題が発生したことで起きた。徳川軍7000に対し、真田軍は加勢込みで2000弱しかいなかったが、上田城の急な崖と千曲川の増水、狭い道におびき寄せて叩く様々な策略を用いたことで死者を抑え、撤退に追い込んだのである。
第二次上田合戦は関ヶ原の戦いの前であり、石田か徳川のどちらにつくかで石田についたことで起きた。返答と面会を遅らせた上に、あえて徳川軍をおびき寄せてから反撃する策によって、徳川軍に打撃を与え、関ヶ原への到着を遅らせたのである。
上田城のように大きな合戦に二度も勝利した事例は少ない。この勝利は知恵と地の利がもたらしたも	2024-02-12
	15	[image: 真田神社について]	真田神社について	上田城跡に存在している神社である。真田神社は明治時代、旧藩主の松平氏に対する恩義から藩主を祀るため、民衆によって建てられた。また、報恩だけでなく、上田城が遺した栄光や功績を後世に伝えるためでもある。
もともとは松平神社として松平氏のみを祀っていたが、戦後、歴代の藩主も祀るべきという声が上がり、真田神社と名を改め現在に至る。	2024-02-12
	16	[image: 信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～]	信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～	2023年で36回目の歴史のある花火大会である信州上田花火大会。

数千発もの花火が打ち上げられ、千曲川河川敷には多くの市民が集まる。とても綺麗だった。地元の企業が数多く協賛しているらしく、上田地域全体を巻き込み、長年地域の人々に愛されてきたものだということがよく伝わってきた。

会場は上田城からも近く、周辺の観光資源を盛り上げることにも繋がっているのではないだろうか。	2024-02-12
	17	[image: 公園前駅]	公園前駅	公園前駅は上田城跡公園に架かる二の丸橋の下にあった真田傍陽線の駅です。真田傍陽線とは、1972年まで上田駅と旧真田町にあった真田駅、傍陽駅を結んでいた鉄道路線です。この駅は上田城の堀の跡に駅が設置され、現在でもホームや架線の跡、駐車場に転用された線路跡を見ることができます。ちなみに城跡公園の北西の堀の跡は野球場、陸上競技場に転用されています。	2024-02-10
	18	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	19	[image: 上田の街つくり３]	上田の街つくり３	これは上田城付近の地図である。松本城とは決定的な違いがあり、道がうねっているのが確認できる。何回か千曲川の氾濫が起こったことによって昔から残る街道の姿がそのまま現存している、というわけではなさそうではある。	2024-02-05
	20	[image: 上田交通真田傍陽線廃線跡]	上田交通真田傍陽線廃線跡	上田駅と真田駅を結んでいた路線。1927年に開業し1972年に廃止された。現在では遊歩道として整備されている。
実際に訪れたことで上田の繁栄の歴史や当時の姿を感じることが出来た。	2024-02-02
	21	[image: 上田の象徴！月明り照らす上田城]	上田の象徴！月明り照らす上田城	上田と言えば上田城！大河ドラマ「真田丸」にて脚光を浴びたこの城は上田を大きく発展させるとともに、多くの人々に消費される文化財となった。私は長野県民として、高校時代から上田の観光の在り方について考えることがあったが、文化財による観光誘致の在り方についてこの城は今一度投げかけてくれるであろう。それでも上田城はそこに佇んでおり、私たちに寄り添ってくれる。	2024-02-01
	22	[image: 北国街道]	北国街道	上田城の城下町、上田宿として発展した昔ながらの街並みを残している。昔ながらの街並みの中には昔からあるお店だけでなく、モダンなお店も並んでいた。大変趣深かった。	2024-02-01
	23	[image: 信州上田祇園祭]	信州上田祇園祭	祇園祭の起源は869年、疫病の流行を鎮めるため御霊会が行われたことから始まりました。この御霊会が祇園祭の起源とされています。
上田市の祇園祭は、1584年6月12日真田正幸公が上田城へ入城された日が、土地の祇園祭であったことから「お城祭」とも言われています。

上田祇園祭は真田氏、仙石氏、松平氏の時代を経て疫病退散祈願、豊作祈願、地域安泰祈願を兼ねたお祭りです。平成18年には、信州上田祇園祭実行委員会組織され、宮神輿、樽神輿、こども神輿などを合わせて100基以上が集まり開催されました。今では地域に根付いたお祭りになっています。	2024-01-30
	24	[image: 上田城]	上田城	上田城跡公園は、上田駅から徒歩12分で行くことができる。

上田城は1583年に真田昌幸によって築かれた平城で、上田盆地の中央に位置している。
堀と土塁で囲まれ、出入口に石垣が使われている簡素な城であるが、第一次、第二次上田合戦で徳川の大軍を撃退し、天下にその名が知られる有名な城となった。

春は桜が咲いており、とても綺麗で上田城の見どころのひとつである。
四季によってさまざまな上田城の姿を見ることができる。

上田城　桜	2024-01-28
	25	[image: 上田城のデジタルアーカイブ]	上田城のデジタルアーカイブ		2024-01-28
	26	[image: 上田城下町映画祭]	上田城下町映画祭	上田城下町映画祭のお手伝いを長野大学の課題探求ゼミのメンバーで行った。
上田でのロケ作品を始め自主製作映画コンテストや映画関係者のトークショーが行われた。
私は自主製作映画を見たのだが、今日SNSなどに自身や周囲の動画などが投稿できる時代の中で明確なテーマをもとに作られた映画はやはりそこにしかないものがあった。映画祭と同時進行で行われていたため多くは上田映劇に人が集まっていたが、ぜひ次回行われるときは自主製作映画コンテストを見てほしい。
当日は受付やトークショーの記録を行ったが映画監督のお話が直接聞けるなど日常では体験できないことばかりだった。	2024-01-27
	27	[image: 上田城]	上田城	上田城を訪れた際に、桜を見ました。

桜にお城の風景が相まってとても美しかったです。

今まで、歴史文化スポットに興味がなかったのですが、これを機にお城や文化スポット巡りをしてみたいと思いました。

上田城は四季折々の催し物が開催されているので、大学在学中に見に行きたいです。	2024-01-25
	28	[image: 上田城千本桜まつり]	上田城千本桜まつり	毎年3月下旬から4月上旬にかけて上田城跡公園にて行われている千本桜まつり。
千本桜まつりでは、上田のご当地グルメや特産品が集結するため、上田のグルメを堪能することができます。
夜にはお堀を囲むように咲く桜が幻想的にライトアップされます。
日本夜景遺産にも認定された美しい風景をお楽しみください。
千本桜まつりは上田市を代表するイベントのひとつだと思うのでぜひ訪れてみてほしいです。	2024-01-25
	29	[image: 上田城]	上田城	真田真田昌幸によって築城された上田城は、徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城である。
上田城は自然が多い場所で、夏は避暑地となっていた。
また頂上から見る景色は、上田を見渡すことが出来絶景スポットとなっている。
春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、多くの人々が訪れ賑わいを見せる。
2009年に公開された映画「サマーウォーズ」では、ヒロインの実家、陣内家お屋敷の門として登場することで話題となった。多くのファンが訪れるスポットである。	2024-01-25
	30	[image: 上田城内]	上田城内	上田城は、真田昌幸が真田氏当主であった1583年
に築城が開始された平城である。1585年の第一次上田合戦では攻め寄せた徳川軍を撃退し、その後、関ヶ原の戦いの第二次上田合戦でも東軍別動隊の徳川秀忠軍を退けた。のちに天下統一を成し遂げた徳川軍を二度も退けたことにより、「落ちない城」として現代でも語り継がれており、受験シーズンには合格祈願をする受験生で賑わうことが多い。	2024-01-25
	31	[image: 眞田神社]	眞田神社	東虎口櫓門を抜けると眞田神社がある。案内板によると上田城を築いた真田父子を主神とし、民政に尽くした仙石・松平の歴代藩主を祭神とした神社だという。眞田神社には合格祈願に訪れる学生の姿が見られた。日本一の智将といわれた真田幸村は今でも智恵の神様としてあがめられていることがうかがえた。	2024-01-25
	32	[image: 上田城の観光ポイント]	上田城の観光ポイント	上田城といえば大河ドラマ「真田丸」の舞台となったことで有名である。上田城はドラマの影響で観光客が増加し上田に大きな経済効果を及ぼした。ほかにも上田市を舞台とした「サマーウォーズ」では上田城の東虎口櫓門が作中でモデルになっており聖地として親しまれている。また上田城周辺ではマンホールに真田六文銭が描かれていた。上田地域の人々にとって上田城や真田はシンボル的存在になっているのではないかと感じた。	2024-01-25
	33	[image: 上田城の地形]	上田城の地形	上田城は難攻不落の城といわれた防御力に長けた城だった。南端は千曲川の分流である尼ヶ淵に面しており、上田泥流層が浸食されて作られた崖になっている。実際に見てみると10mほどの崖になっていた。江戸時代は分流が流れていたためより防御力があったと考える。自然地形を巧みに利用した防御機能は、上田城が難攻不落といわれる大きな要因ではないだろうか。	2024-01-25
	34	[image: 上田城]	上田城	上田城が積雪していました	2024-01-25
	35	[image: 上田市の景観]	上田市の景観	今回私は上田市の現在と過去の写真や街並みを比べてみることで新たな発見や気づきがあるかもしれないと考え、調べてみることにしました。今回参考にさせていただいたのは上田の海野街や上田のスクランブル交差点の過去の写真と現在の上田の写真に写っている場所です。
比べてみたところ海野街は確かに歴史の流れを感じるほど変わっていましたが、スクランブル交差点の写真に写っているは昭和48年の海野街の写真と現在の海野街の風景はほぼ同じでした。昭和48年から変わらない商店街があり続けていることに少し不思議を感じ、なぜ現在の最新鋭のモダンな見た目の商店街にしていないのか疑問に感じたため上田の景観について調べてみることにしました。その結果過去の街並みや景観が保たれている場所の多くはその景観や見た目の良さ守るた	2024-01-24
	36	[image: 上田市千本桜まつり]	上田市千本桜まつり	第20回（2023年）の桜まつりの画像です。
上田城は天正11年（1583）真田昌幸によって築城され、天正13年（1585）第一次上田合戦・慶長5年（1600）第二次上田合戦の二度にわたり徳川の大軍を退けたことで知られています。廃城後は公園となり、現在に至っています。春には約1000本の桜が咲き誇る桜の名所です。
城として使われなくなっても、現在まで、市民の憩いの場として残っていることがすごいと感じました。	2024-01-23
	37	[image: 上田城紅葉祭り]	上田城紅葉祭り	上田城を彩る美しい紅葉と屋台などのグルメを楽しんだ。
春の桜とは違う顔を見ることができる。
上田城に行き、季節を感じることが出来た。
夜にはライトアップもされ、観光地として、にぎわっていた。	2024-01-23
	38	[image: 上田城近くのカフェ]	上田城近くのカフェ	上田城近くにあるカフェを訪れました。

上田市でカフェを探していたところ、上田城近くにとても素敵なカフェを見つけました。

今回はガレットとクレープをいただきました。

とてもおいしかったです、また訪れたいです。	2024-01-22
	39	[image: 上田城　二の丸橋　線路]	上田城　二の丸橋　線路	上田城にある二の丸橋の下はかつて線路が通っていたそうです。

電車が通っていれば、上田城の美しい自然の景色を見ることができるためとても楽しそうだと感じました。

ぜひ今でも電車が通っていて欲しかったなと思う限りです。

上田城は春には桜が綺麗なので電車の中から見てみたかったです。

二の丸橋は今でも趣がありました、	2024-01-22
	40	[image: 長野大学卒業式の様子2011/03/19]	長野大学卒業式の様子2011/03/19	2011/03/19の記録。
2010年度の卒業式は上田城跡公園内にあった旧上田市民会館で催されました。新しい市民会館でもある「サントミューゼ」が開館するまでは旧市民会館が卒業式会場として使われていました。「ナショナルテレビ」の緞帳が施設の歴史を物語っています。

卒業式直前の3月11日、東日本大震災が起こり、その影響を受けた卒業生もいました。司会者の脇のスクリーンにパソコン要約筆記による情報が表示されています。この年度の長野大学学長は野原光先生、企業情報学部長は高橋進先生でした。画像で記録を再現することによりそれもはっきりと確認できます。13年前の2011年が現在に蘇ってきます。	2024-01-21
	41	[image: 紺屋町 八幡神社]	紺屋町 八幡神社	　上田市中央西にある神社。境内には小さな公園もある。
　市指定の文化財に指定さている「紺野町八幡社絵馬」が奉納されていた。現在は上田市立博物館に展示されている。
1688（貞享8）年、徳川綱吉が世を収めていたこの時代に当時の上田藩主、仙石政明らによって奉納された大絵馬である。高さは102㎝、幅160ｃｍの大きさを誇り、黒と白の大鷹が描かれている。長谷川派の作者によるもの。
この神社は上田城から見て鬼門の方向にあるため、当時から上田城主に手厚く保護されていたようだ。

近くにはスーパーやホームセンター、喫茶店があるため買い物やお茶ついでにいらしてほしい。	2024-01-20
	42	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は上田城本丸跡に位置していて、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。なかでも松平家は真田氏、仙石氏のあと、江戸時代の中期から明治時代の廃藩に至るまで、七代で160年以上上田城主であり続けました。そのため、眞田神社は松平（しょうへい）神社と称されていました。
@上田市二の丸1-12	2024-01-15
	43	[image: 上田の歴史や農民美術を知る！]	上田の歴史や農民美術を知る！	こんにちは。初めましてやまもとと申します。
福井県出身で、せっかく上田市に来たため、上田市の歴史や魅力、農民美術についてを知りたいと考えています。
よろしくお願いいたします！

画像は上田城で撮影したものです。	2024-01-13
	44	[image: 千本桜祭り]	千本桜祭り	上田城跡公園で行われる千本桜祭りに行った。
天正11年、真田昌幸により築城された上田城。春には1000本の桜が咲き誇る桜の名所だ。
桜が満開に咲き誇り、春と上田城を同時に楽しめる場所だ。桜の多さに圧巻される。屋台も多く並び、とても賑わっていた。四季のある日本を楽しめるイベントだ。	2024-01-09
	45	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	太古より国土の鎮守と仰がれ、国の真ん中あたりに祀られる大八洲（日本列島）の神、
”生島大神”と”足島大神”が鎮座している。
歴代の上田城主の北条氏、武田氏、真田氏などからも厚く崇敬されたという。
夏至には東鳥居から朝日が昇り、冬至には西鳥居に夕日が沈む神秘的なスポットでもある。

朱色の立派な建造物（本殿は県宝に指定されている）が印象的だ。
神社とは少し離れた位置にある大鳥居は来訪者の目印となっている。
境内はそこまで広くないので回りやすい。

七五三や神前挙式などに選ばれる神社なので、タイミングが合うとより幸福感を
味わうことのできる場所である。
大地と太陽を結ぶと言われる所以を是非体感しに訪れてみてほしい。	2024-01-02
	46	[image: 上田城跡]	上田城跡	真田昌幸によって築かれた上田城。
この城は真田氏が「関ヶ原の戦い」を含む、二度にわたって、徳川の大軍を追い払った実践経験のある城として有名である。
廃城となったが、現在でも本丸と二の丸には土塁、石垣、堀跡がある。
また、本丸の三基の櫓は昔の姿をとどめており、観覧が可能である（有料）。

堀跡の周りを一周できるように道が整備されており、観光しやすい文化財である。
敷地内や周辺には”真田神社”や”市立博物館”、”児童遊園地”などがあるので
歴史の理解を深めたい方や家族連れなど幅広い方々に楽しんでいただけると考える。

上田市では最も有名な文化財であり、観光スポットであるので
まだ訪れたことのない方には是非歴史の一部を体感しに出かけてもらいたい。	2023-12-26
	47	[image: 高市神社について]	高市神社について	高市神社は、真田昌幸氏が上田城を築いた際に城下の惣町として海野町を造り、商いの守護神として創建されたと伝えられています。高市神社は「運の石」が有名です。運の石を右から左に撫でると悪運を払い、左から右に撫でると開運効果があるそうです。
@上田市中央2丁目9	2023-12-19
	48	[image: 上田市の観光対策]	上田市の観光対策	上田市には上田城があり、春には上田城千本桜まつりが開催されます。ご当地グルメや特産品も販売され飲食スペースで味わったり持ち帰ったりできます。	2023-12-14
	49	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	上田市は歴史に関するものが多く残っており、上田城では
花見や祭りが年に何度か開催されます	2023-12-14
	50	[image: 夜の上田城跡公園]	夜の上田城跡公園	ここは上田城の門をくぐった先にある絵馬のアーチです。夜になるとライトアップされてとても綺麗なのでぜひ行ってみてください。	2023-12-07
	51	[image: 上田城の地理]	上田城の地理	上田城のある地は斜面になっており、2重の堀で遮断し、南北の斜面に堅堀列を掘って防御を固めている。斜面に建てられていることから城のすぐ横は崖になっており敵兵を倒すのに役立った。	2023-11-30
	52	[image: 上田城の歴史]	上田城の歴史	上田城は1583年、真田昌幸によって築かれた。徳川軍による二度の襲撃を、その半数以下で撃退した実績を持ち、その防御力は伊達ではない。
明治以降は払下げられるも、神社、城址として保存しようとする動きが高まり、現在の公園に至る。	2023-11-30
	53	[image: 上田のシンボル　上田城]	上田のシンボル　上田城	上田城は真田昌幸が1583年に築城を開始した城である。関ヶ原の戦いで、真田昌幸が敗れたことにより天守は解体されたが、石垣や櫓は今でも現存している。また、明治時代初頭には陸軍の分営が置かれたが、その後払い下げられた。何度も戦いの拠点となり、時代によって様々な利用をしてきた上田城だが、現在では観光地と上田の歴史資料として利用されている。春の桜は見どころで、満開の季節には全国から多くの観光客が訪れる。	2023-11-30
	54	[image: 上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡]	上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡	かつて上田市から真田地域、菅平高原方面に繋がっていた真田傍陽線（さなだそえひせん）は、上田城のすぐ横を走っていたとされる。今では、上田城のケヤキ並木遊歩道となっている。他にも、街中には路線の跡が残っており、昔の菅平高原開発の名残が見て取れる。	2023-11-30
	55	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	夜の上田城跡公園。上田城跡公園は真田氏の居城、上田城跡を中心とした公園で、休日は多くの人々が訪れる。夜はライトアップされており、日中とは違った魅力を感じられた。	2023-11-30
	56	[image: 上田真田まつり]	上田真田まつり	上田真田まつりは1983年から始まり、今年で40年目となった。上田城建城400年記念から始まった祭りで現在は上田一帯で催し物を行うなど巨大なイベントとなっている。	2023-11-30
	57	[image: 上田松茸&ワイン祭り]	上田松茸&ワイン祭り	9月23.24に上田城後公園芝生広場で行われたイベントです。
約25店舗の出店もありました。
特産品であるワインと松茸をメインにしたイベントです。
ボランティアの一員として活動させていただきました。
この写真はその際の着ていた服です。	2023-11-30
	58	[image: 北向観世音道（別所街道）]	北向観世音道（別所街道）	塩田平保野辺りをはしる別所街道を一本南にずれると、そこには旧別所街道が通っている。この石碑が置かれている場所は（昔の）別所街道と善光寺街道が交差した地点で、市が立ち並び賑わったようだ。
あの武田信玄がこの地を治めた時代があったようで、信玄は保野の3集落をこの道沿いに集め、宿場風の街にしたと伝えられているそうだ。
上田築城以降は上田城下から別所温泉までの重要な交通路となり、湯治・観音様詣、そして集落に繋がる生活道路として使われたようだ。
保野、そして別所街道に、中世から続くこのような歴史が存在したことを知らなかった。たくさんの人がこの道を往来していたこと、そして今も大事に使われていることを感じながら、実際にこの道を通って、別所温泉を訪れるのもよいだろう。	2023-11-28
	59	[image: 上田市の上田城跡の紅葉]	上田市の上田城跡の紅葉	上田市の上田城跡の紅葉の写真です。紅葉が見ごろを向かえ綺麗な紅葉色に染まっています。気が向いたら見に行ってみるのもいいと思います。また、上田城では11月に紅葉祭りを行っていて、全国から武将隊が終結するほか、市内のご当地グルメや特産品を集めたイベントを行っている。	2023-11-28
	60	[image: 上田城の紅葉]	上田城の紅葉	上田城に紅葉を見に行きました。

黄色や赤、緑、茶色など色とりどりの植物を見ることができました。

とても美しい風景を見ることができて、心が浄化された気がします。

秋を楽しみことができました。

見に行けてよかったです。	2023-11-27
	61	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	62	[image: 上田城跡の桜]	上田城跡の桜	上田城は真田昌幸によって築城された城で、徳川軍の攻撃にもびくともしなかった難攻不落の城です。しかし、その後関ヶ原の戦いで徳川軍が勝利をあげた後、上田城は廃城も同然となってしまいました。その後に、仙石氏により上田城が1620年代に復興され、これがほとんど同じ形のまま今も残っています。上田城跡公園は、そのような歴史を今の視点から見ることができるという点でとても有意義なものです。訪れた時は桜が美しかったですが、城から見える四季折々の自然の移ろいが、戦いに挑む兵士たちを癒やし元気づけたのかなと、昔に想いを馳せました。	2023-10-26
	63	[image: 上田城の春]	上田城の春	桜が綺麗でした。	2023-10-23
	64	[image: 2代松平忠愛と尼ヶ淵]	2代松平忠愛と尼ヶ淵	　上田城南側に切り立つ崖の下段には、横に長く敷き詰められた石垣がある。この石垣は、松平忠愛(ただざね)が築造したものだ。享保17年(1732)に大雨で増水した千曲川がこの崖面を大きく削ったため、護岸工事を行ったそうだ。（戌の満水）
　上田城南側の芝生広場を訪れた際に感じてほしいのは、江戸時代にはその地に広場はなく、尼が淵という千曲川の分流が流れていたということだ。そのため、崖面を見ることができている我々は貴重な体験をしている。そして、下段の石垣は強固に見えるが、敵が登ってくるのをを防ぐために築かれたのではないことも知ってほしい。
　二度の上田合戦や大坂の陣で名を轟かせた真田氏の居城であったからこそ、忠愛は、南櫓、西櫓を崩れささせたくなかったのだろうと私は思った。
　	2023-10-23
	65	[image: 上田城の銅像]	上田城の銅像	上田城にある真田家を彷彿とさせる銅像	2023-10-22
	66	[image: 記事投稿の悪い例]	記事投稿の悪い例	　実際に上田城についての記事投稿の悪い例になります。みてみると「タイトル」・「説明文」などともに情報が少なく実際にどんなものなのかが伝わらないものになっています！できるだけ行ったことや訪れたことのない人にも伝わりやすい情報を入れると良いでしょう！	2023-08-08
	67	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	68	[image: ～番外編～]	～番外編～	映画「サマーウォーズ」（2009）も上田市が舞台となった映画です！

上田駅周辺の「上田城跡公園」「海野町商店街」、別所線からは少し外れますが、「砥石・米山城跡」「上田高校」などがモデルとなっているシーンが登場します。

上田駅構内や別所線の特徴でもある丸窓が描かれているシーンもあります。

https://nagano-ueda.gr.jp/s-wars/guidemap.html	2023-02-08
	69	[image: 上田駅周辺の聖地]	上田駅周辺の聖地	まずは上田駅周辺のロケ地。上田駅周辺には紹介しきれないほどのロケ実績があります。ここでは特に、「上田城跡公園・野球場」で行われた作品をご紹介。

・「乃木大将幼年時代」（1923）
・「荒城の月」（1937）
・「次男坊」（1953）
・「風来坊物語」（1963）
・「けんかえれじい」（1966）
・「姿三四郎」（1977）
・「およう」（2002）
・「博士の愛した数式」（2006）
・「恋する日曜日」（2006）
・「監督・ばんざい」（2007）
・「ラストゲームー最後の早慶戦ー」（2008）

最も古くの作品は何と約100年前のもの！！昔から数多くの作品でロケ地として利用されているようです。

https://map.umic.jp/loca_map/map.html	2023-02-08
	70	[image: 昔の地図を使った冒険]	昔の地図を使った冒険	今の自分の住んでいるアパートや通っているバイト先が昔はどんな姿だったのかと考えたことはあるだろうか？

そういったものをこのような絵図と見比べてみても面白いのではないだろうか？

自分のアパートは昔どういう役割を持っている建物だったのか？1つ前は八百屋だったのか？その前はだれの、どのような家だったのか？
そのようなことを考えながら、友達の家を巡ってみるのも、この春休みの良い暇つぶしになるのではないだろうか。


引用画像
信州デジタルコモンズ
上田城下町絵図
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP1400060001	2023-02-08
	71	[image: 上田紬の歴史＜繁栄＞]	上田紬の歴史＜繁栄＞	今回は上田紬がいつどうやって繁栄していったのかをまとめました。
上田紬は400年ほど前に戦国武将の1人して名高い真田昌幸が上田城が築いた時に、地場産業として奨励された真田家が麻つくった「真田織」が元になっています。
その後、上田地域の気候や風土が向いていたということもあり、蚕種業や養蚕業が盛んに行われ、現在の上田紬が形成され、江戸中期には京都や江戸の多くの人々に愛用され、日本三大紬の１つとなりました。	2023-02-01
	72	[image: 上田城下町絵図]	上田城下町絵図		2023-02-01
	73	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	真田信繁（のぶしげ）こと、幸村は、上田で青年期を過ごしたといわれています。上田城の築城がはじまってしばらくの後、上杉家に人質に出され、そこで、兼続と出会ったのです。	2023-02-01
	74	[image: 真田幸村]	真田幸村	幸村(信繁)は上田城を築いた真田昌幸の次男(信之〔のぶゆき〕の弟)として生まれ、2度にわたる徳川軍による上田城攻撃を父とともに退けている。 そして、大坂の役にあたっては、豊臣秀頼の大坂城に招かれ、徳川勢を相手に華々しい活躍ののちに討死〔うちじ〕にし、名を後世に残した。	2023-02-01
	75	[image: 上田の魅力と発信]	上田の魅力と発信	　長野県の観光地利用者統計調査結果によると、上田市の主要観光地のトップはやはり上田城跡であった。真田幸村の知名度もあるが、トップに位置している理由として駅から比較的近い距離にあることも関係しているのではないかと考えた。
　　
　上田市は新幹線が通っており、他県から観光に来るには比較的アクセスがしやすいといえる。これは、実家と上田を往復する中で実際に感じたことである。　

　上田の魅力とはやはり、歴史的な建造物や自然の豊かさであると私は考える。それに加えて、都市部からのアクセスのしやすさも挙げられるのではないかとおもう。実際の目的地ではなくても、目的地までの中継地として気軽に立ち寄り観光することができる。日帰り旅行のコースプランなどを積極的に発信していくことで、上田市の魅力を広	2023-01-30
	76	[image: 真田氏最古の文書は信玄からの書状]	真田氏最古の文書は信玄からの書状	「其の方年来の忠信、祝着に候。然らば本意の上に於て、諏方（訪）方（形）参百貫并ならびに横田遺跡上条、都合千貫の所これを進じ候。恐々謹言。
天文十九庚戌
　七月二日　晴信（花押）
　　真田弾正忠（幸隆）殿」

この文書が効力を持つことになったため、上田の地にかなりの土地を得ることができたわけでありに幸隆の子昌幸が上田城を築くもととなったともみられる文書であり、その意味でも貴重なものであるとされています。

武田信玄は真田一族と深い関わりをもっていることがわかります。
https://museum.umic.jp/sanada/siryo/sandai/020202.html	2023-01-30
	77	[image: 初代上田藩主　真田信之]	初代上田藩主　真田信之	真田信之は初代上田藩主を務めた人物であり、上田城を築城した真田昌幸の息子である。信之は徳川家に仕える猛将本田忠勝の娘、小松姫と結婚し、関ヶ原の戦いでは父昌幸、弟幸村とは対立することとなる。その後は上田領を任され、農村の復興と上田城下町の整備に尽力したが、1622年に松代へと移封されることとなる。

参考サイト
上田市デジタルアーカイブポータルサイト
https://museum.umic.jp/sakuhin/web.html
上田市博物館
https://museum.umic.jp/hakubutsukan/ueda-castle-history/03/	2023-01-28
	78	[image: 前川ゼミレポート]	前川ゼミレポート	私は、なぜ上田氏は真田氏のPRに固執するかについて疑問を持ったため調べることにした。というのも、上田市には別所温泉近辺にたくさんの歴史的建造物があり、「信州の鎌倉」という別名まで付けられるほどのだからだ。そして「別所温泉」という名前自体は全国的にもある程度知られている。まったくの無名の観光地をアピールするわけではないのになぜここを差し置いて真田氏に固執するのだろうか。

真田氏に固執する理由として思いついたのが歴史好きに対するアピールの強さだ。二度にわたる上田の戦い・大阪の陣で有名な真田幸村にゆかりのある地(真田村)であることから、上田城や真田氏についてアピールできる。だが、この真田氏についてもやや疑問がある。一般人に「武将の真田」と言って思い浮かべるのは真田幸村だろう。この真田	2023-01-26
	79	[image: 市街地方面の神社・寺院と真田氏]	市街地方面の神社・寺院と真田氏	上田城周辺には、神社・寺院が多数存在する。しかも、同じような場所に集まっている場合が多い。これは、地域のシンボルである上田城に深く関わってくる。1583（天正11）年、上田城を築城した真田昌幸は、城下町として海野町を作った。これは、先祖の地である海野郷（現在の東御市本海野）より、新たな本拠地近くに住民を移住させたことに由来する。それに伴い、海野郷近辺にあった寺院を城の近くに移した。例えば願行寺や日輪寺といった寺院がこれに該当し、真田氏の先祖である海野氏が開いたとされる場合が多い。特に願行寺は、江戸時代に上田藩の菩提寺になったほど、この地域や人々に深く根付いていたと考えられる。また海野町には、商売繁盛を利益とする高市神社がある。これは昌幸がつくったものだ。
このように、上田城を築城す	2023-01-26
	80	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は「上田合戦」に勝利した真田昌幸・幸村親子をはじめ代々の上田城主を祀った神社なので、「勝負運」や「勝運」、落ちない城ということで「学業成就」のご利益があるとされています。	2023-01-26
	81	[image: 真田氏～仙石氏　藩主の移り変わり]	真田氏～仙石氏　藩主の移り変わり	仙石氏が上田藩主を務めることになった理由は、1622年に当時の上田藩主を務めていた、真田信之（幸村の兄）が松代へ移封されたことが原因である。
「上田城は真田の城」というイメージが強いが、実は真田氏が城主を務めたのは信之とその父昌幸の２代だけである。

参考サイト
上田市立博物館
https://museum.umic.jp/hakubutsukan/ueda-castle-history/03/	2023-01-25
	82	[image: まとめ]	まとめ	上田には歴史が詰まっている。
私は長野大学に入学してから上田市とのかかわりが増え、より感じるようになった。

例えば、上田城。石垣やお城の後はそこに時代を感じさせる。神社やお寺も意外と上田にあったりする。

上田駅を出てすぐの商店街は今も昔もそこに存在している感じがする。少し歩けばいろんなお店があって、昔ながらのものもあれば最近できたおしゃれなお店まで、点在している。


上田市がどうやって歴史をつないで今の姿になっているのかを私たちは肌で感じながら暮らすことができる。
それこそが上田にある魅力の一つではないだろうか。	2023-01-23
	83	[image: 上田の都市開発について（前川課題発見ゼミ）]	上田の都市開発について（前川課題発見ゼミ）	　私は、上田の探検を通して、上田は細い道が多いことや、郊外に市街地が拡散していることが課題であると感じた。これらの問題の解決方法の一つとして、道路交通網の整備や区画の見直しといった大規模な都市開発が不可欠だと考えた。
　そこで、近年急速に都市開発がなされ、区画が整理された佐久平と交えて、上田の行っていくべき都市開発の在り方について考えた。

　佐久平はかつて田園風景の広がる盆地であったが、新幹線の開通により急速な発展を遂げたことは周知の事実である。一般的に、新幹線の開通に伴う佐久平の都市開発は、成功例の一つだといわれている。
　だが、この急激な発展によって生まれた弊害もある。その弊害は、佐久市の岩村田地区に顕著に表れている。岩村田はかつて佐久市の中心市街地であった。しかし、新	2023-01-23
	84	[image: 上田のelaboration]	上田のelaboration	　上田の一番の課題は地元の住民が上田市の歴史についての姿勢が問題あると考えた。交通の不便さ、若者へのアプローチの弱さ、そこから繋がる上田の地の魅力が広く知られていないなどの課題がいろいろある中、地元理解という土台が無ければ上田市が発展するにあたり、観光客の理解が深まらず上田の魅力が伝わらないと考えた。これより、上田の課題を地元理解に絞り、なぜその課題が提起され、その課題をどう解決させていき、どのような結果になることが理想的であるかを探究し提示することを目的とする。
　例を挙げると、「真田丸」というドラマが始まり、真田幸村が大いに話題を呼んだ。上田市はその話題に際して、上田城を築城したのは真田昌幸であるという真実を広く公表することなくイベントや観光客を迎えた。さらに現在、上田	2023-01-19
	85	[image: 前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信]	前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信	前半のゼミ活動で行った町歩きを通して上田市について魅力と課題の両方を感じることができた。

まず私がゼミ活動やこれまでの日々で感じた上田市の魅力は以下のものがある。
①分野別で名所が多い
例旅行→別所温泉
　歴史→上田城
　ウィンタースポーツ→菅平
②美味しい食
③学生へのサポートが手厚い
　例町キャン
④自然が豊か

一方で感じた課題は以下の通りだ
①別所線の利用者の少なさ
　原因→本数少ない、運賃高い
　私も悪天候、帰省時以外めったに使わない
②情報が伝わりにくい
　店側、イベント主催側からの発信が少ない
③商店街の元気が無い
　例海野町商店街で若者を見ることが少ない

ここで考えた課題の解決策がイベントの活性化である
例えば別所線をつかってスタンプラリーなどのイベントを行うことで利	2023-01-19
	86	[image: 前川ゼミ活動考察]	前川ゼミ活動考察	　今まで上田市の外で生活をしたことがないので、客観的な視点ではないかもしれないが、自分なりに上田市について感じたこと、考えたことをまとめる。上田市というのは上田城の城下町であったり、北国街道が通っていたこともあり、歴史がある町である。気候も安定していて、自然も多い。スキー場やキャンプ場、温泉も多く、車があれば日帰りでスキーや温泉を楽しむことができる。新幹線も通っており、東京など首都圏へのアクセスも良い。そのせいか、近頃では海野町商店街などに若者向けのバーや、都会志向の洒落た店が増えてきた印象がある。加えて県外からの移住者向けかと思われる高級マンションも増えてきた。一時的ではあるが真田氏の本拠地が上田城ということもあり、NHK大河ドラマ「真田丸」の人気によって上田が賑わっていたこ	2023-01-19
	87	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	88	[image: 12月22日分　調査まとめ]	12月22日分　調査まとめ	上田城の築城・歴史
「日本一の兵」真田幸村を輩出した真田氏は、現在の上田市真田町の周辺を拠点として活動していた。上田城の築城が開始されたのは1583年のことで、真田幸村の父である真田昌幸によって築城が開始された。当時徳川家康に仕えていた昌幸は、その援助を受けながら築城をしていた。しかし、北条と手を組もうとする徳川から土地の受領を要請された際にこれを拒否。徳川と断絶した昌幸は、上杉家に助力を求め次男の幸村を人質に差し出す。これにより、上杉方から戦力と築城の支援を受けた。上田城が一旦の完成を迎えた1585年、家康は鳥居元忠らを真田領に進軍させ「第一次上田合戦」が始まった。およそ1万の軍勢で進軍してきた徳川軍を昌幸は謀略を用いて少数の軍勢で撃退した。時は流れて関ヶ原の戦い最中の1600年、家康の息	2022-12-22
	89	[image: 上田elaboration]	上田elaboration	探求テーマ「上田のシンボルの普及+若年層に対するアプローチ」

私が上田探検隊や自らの目で見てきた上田の魅力は、歴史的な建造物に身近に触れられるという点である。しかしながら、それに気づいている人は限りなく少なく思える。そんな上田市と地元の松本市を比較した時に、松本も上田と似た魅力を持ち合わせている。だが、松本に住んでいると頻繁に歴史に触れたくなる。それはなぜなのか考えた時に、松本城という圧倒的なシンボルの魅力に隠されていると考えた。もちろん天守閣があり、存在感が凄まじいことは大前提として、それだけで、地元の人々が訪れているとは思えない。では、観光客だけでなく地元市民も頻繁に訪れる理由は何か。調べれば一瞬で訳が分かった。それは、多種多様な四季折々のイベントである。春は夜桜会、光	2022-12-21
	90	[image: 探求テーマ]	探求テーマ	探求テーマ　上田にしかない魅力をアピールしていくにはどうすればよいか
elaboration課題の提起　上田には、上田城をはじめとする様々な歴史的建造物があるが、城だけならば松本城のほうが見ごたえがある。そういった他と比べて優劣がつけられてしまうものではなく、上田にしかないものを発信していく必要があると思う
なぜそうなのか　SNSの活用不足
何を探求するのか　よりよいアピールの方法、上田にしかないもの
探求の目標　上田の魅力を発見し、それを他の人に発信できるようにする
どのように探究するか　実際に町を歩く。デジタルマップなどを活用する	2022-12-15
	91	[image: 上田招魂社]	上田招魂社	上田招魂社は眞田神社と同じく上田城内に建立されている神社です。戊辰戦役従軍の戦死者をはじめ日清日露の戦争を経て今次の大東亜戦争に至る間国家の為尊き命を捧げられた5,936人の英霊をまつる御社です。	2022-12-05
	92	[image: 眞田神社]	眞田神社	眞田神社は真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。しかし、もともとは松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平神社と呼ばれていました。
4枚目の写真は城内唯一の大井戸で、この井戸の抜け穴は白の北方、太郎山麓や藩主居館跡にも通じていたとの伝説があります。	2022-12-05
	93	[image: 上田城の紅葉]	上田城の紅葉	上田城へ紅葉を観に行ってきました。とても綺麗でした。また、自然に触れてリフレッシュすることができました。	2022-12-05
	94	[image: 真田神社]	真田神社	上田城跡公園にある真田神社。風が吹き、絵馬がお互いにぶつかり合ってカラカラと音を立てていました。	2022-12-05
	95	[image: 山家神社]	山家神社	上田市真田町長にある山家神社です。「白山大権現（はくさんだいごんげん）」と称えられ、ご利益としては上田城鬼門除けの神として広く信仰されています。	2022-12-05
	96	[image: 上田城]	上田城	真田幸村で有名な上田城。二度にわたる徳川軍を退けた難攻不落の城と呼ばれている。大河ドラマの「真田幸村」や「サマーウォーズ」のモデルとしても知られ、多くのファンから人気の観光スポットにもなっている。春に行ったときは桜が満開で川に移る姿や楽し気な屋台の列が印象的でした。奥に進むと結構大きな神社もあって素敵な場所でした。	2022-12-05
	97	[image: 上田城門]	上田城門	上田といえば、で多くの人からまず最初に出るのが上田城だと思います。こちらは千本桜祭りの様子になります。約1000本の桜が咲き誇り、夜はライトアップされた夜桜が見られます。	2022-12-05
	98	[image: 春の上田城]	春の上田城	千本桜まつりの際の上田城です。
桜が綺麗にライトアップされ幻想的な光景です。	2022-12-05
	99	[image: 願行寺]	願行寺	浄土宗の寺院、願行寺。設立には海野小太郎が関わっており、入り口の四脚門は市の指定文化財に登録されている。
古くは真田昌幸が上田城下町を作る際に海野郷から城に近い厩裏町に移され、その後息子の真田信之によって現在地に移された。
それにしても、「願い行く寺」ってなんかいいですよね。	2022-12-04
	100	[image: 高市神社]	高市神社	海野町の通りにある神社。祭神は「大国主（オオクニヌシ）神」、「事代主（コトシロヌシ）神」。大国主神は大黒天、事代主神は恵比寿神として七福神にも数えられる。
この神社は海野町の商いの神様である。
境内には「運の石」という石があり、開運と悪運除けがご利益。真田昌幸が上田城築城の折に白鳥神社から霊力宿る石を授かった。それがこの神社のご神体。そして、その石に縁ある石を高野山から持ってきて運の石とした。	2022-12-04
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